


平成２３年１０月１日に市制施行２０周年の節目を迎え、

新たな一歩を踏み出した二十歳の阪南市は、「阪南市自治

基本条例」の基本理念のもと、新たなまちづくりの羅針盤

となる総合計画を策定しました。

本総合計画は、阪南みらい会議や中学生会議など、こ

れまで以上に広く市民や各種団体の皆さんの参画・協働に

より、“ともに”策定し、将来の都市像を「ともにさかそ

う笑顔とお互いさまのまち　阪南」と定め、この実現に向

け、７つの基本目標に沿って施策を展開していくものです。

また、今回の総合計画では、施策ごとに「めざす姿」

を設定するとともに、その達成度を測る「成果指標」や、「市

役所の役割」、「市民などの役割」を示すなど、市民の皆さ

んに分かりやすい表現の計画となるよう策定し、多様な主

体が本総合計画に掲げる目標を共有し、「協働によるまち

づくり」をより一層推進していくものです。

本市では、これまで「阪南市の再生」を目標に、懸案

事項の解決に向け、取組みを進めてきましたが、総合計画

のスタートにあたり、これからは「阪南市の再生」から「発

展」へと繋いでいくため、今般、行政のしくみそのものを

変える「構造改革」として、「行政経営計画」を策定し、

施策の選択と集中を行い、財政基盤を強化するなど、戦

略的な視点に立った持続可能な発展を支える行政経営を

推進してまいります。

市民の皆さんや多様な主体と対話し、信頼を築き、協

働するなかで、「市民力」、「組織力」、「ネットワーク力」

をキーワードに、「新しい阪南市を創る」という気構えで、

「変わる、変われる、変えられる」ことを意識し、中学

生会議より、阪南市の未来に想いと夢を馳せ、提言いた

だいた「おもいやり｣ を“ともに”育み、“ともに”施策

を進め、魅力と活力ある地域社会を形成してまいります。

おわりに策定にあたり、総合計画審議会委員の皆さん

をはじめ、貴重なご意見やご協力をいただいた市民、関

係者の皆さんに心からお礼申し上げるとともに、総合計

画の推進に向け、より一層のご理解とご協力を賜ります

よう、お願い申し上げます。
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